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キャベツ、たまねぎ 
べと病 登録拡大

5月勉強会：「水稲栽培について」
地球温暖化の影響で農作物は夏場の高温や乾燥といった過酷な環境
にさらされ生育に大きな影響を及ぼすようになりました。今回は「環境
ストレス」に対策可能なBS資材をご紹介します。是非ご参加ください。

1.日時
5月14日(火)　13：30～＠三木本社
5月15日(水)　13：30～＠観音寺営業所
2.勉強会内容
水稲箱処理剤・除草剤の効果的な使用について
水稲栽培での箱剤・初期除草剤、ジャンボタニシ対策など効果的な
薬剤の活用方法についてご説明します。
高温障害などから等級低下を防ぎ高品質な米づくりを支援す
るバイオスティミュラント資材について
高温、乾燥などの環境異常にも効果を発揮する海藻由来のﾏﾘﾝｲﾝﾊﾟ
ｸﾄと根張りを強化し倒伏防止と品質向上させるﾌｧｲﾄｱｯﾌﾟを紹介

QRコードより申込・参加頂いた方から抽選で
5名様に素敵なプレゼントを準備しています！！

勉強会へのエントリーはこちらから！→

たまねぎのべと病対策タマネギべと病は、「カビの一種」である卵菌類のPeronosporadestructor（フェルノスポーラ デストラクター）によって引き起こされ、世界
各国のタマネギに発生する重要病害です。西日本では、温暖な気候を利用し早晩性の異なるタマネギを組み合わせた栽培が行われています。しかし近年、べと病が多発生
傾向にあります。

※FRACコードが同じ薬剤の連続使用は感受性低下、耐性菌
発生のリスクが高まるため注意する。農薬の選定、ローテーシ
ョンは指導機関、弊社担当迄ご連絡ください。

推奨薬剤一覧

べと病の発生サイクル
1.苗床感染（10-11月頃）
苗床では、秋に土中の卵胞子によって、タマネギが
感染します（一次感染、図1①）。苗床感染株は、秋の
うちに、苗床で発病することがありますが、多くの場
合は定植時に本圃に持ち込まれます。（図1②）
2.本圃感染（11-12月頃）
本圃においても、秋から初冬に、土中の卵胞子によ
ってタマネギが感染します。（一次感染、図1③）
3.苗床・本圃感染株の発病（翌年2-3月頃）
苗床や本圃で感染した株は、翌年の2-3月を中心に
、越年罹病株として本圃で発病します。（図1④）
4.二次感染・発病（3-5月頃）
越年罹病株にできた分生胞子によって、タマネギが二次感染します。感染株は、約2週間で発病します。
これらの発病株にも分生胞子が作られ、そこから発生が急速に拡大します。（図1⑤）
5.卵胞子の形成と土中での生存（5-10月頃）
4-5月頃にタマネギべと病で枯れた株に、卵胞子が形成されます。この卵胞子は、土中で夏～秋に生存
し、次作のタマネギでの発生源となります。（図1⑥）

新登場
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DJI農業用ドローン教習・整備場

当社ドローンスクールのメリット）
1. インストラクターがドローン防除のプロ
2. 測量や自動航行など様々な制御方法を学べる
3. 空散可能な農薬・肥料・資材などの情報を提供
4. 当社防除チームに入り副収入確保も

※本サービスは作業請負であり、効果を保証するものではございません。
※使用薬剤は無人航空機で登録のある薬剤から選択します。
※航空法による規制、圃場条件等によりお受けできない場合もあります。

大容量散布 最大24L/min
ビジョンセンサー搭載
3Dマップ構築可能

測量~散布まで一貫作業が可能

T25では散布ノズルが今までのノズル
チップ方式からアトマイザー方式に刷新
、円盤が回転し、遠心力で液剤を飛ばす
アトマイザーは、液滴サイズを変更する
ことが可能です。T30標準ノズルの場合
最大吐出量が7.2L/分であったのに対
し、T25では最大吐出量が24L/分と、
3倍以上の性能となりました。

これらの進化により、希釈倍率の関係で
散布が難しかった葉菜類や果樹類での
防除にも使用できるようになりました。

ｽｲｰﾄｺｰﾝの殺虫剤散布

ハウスの遮光剤散布

コーンスターチ由来の保水材

新発売

かんきつドローン請負防除(らくらくおまかせパック)
2022年からかんきつ園でのドローン活用について実証散布試験を
行ってきました。実証ノウハウの蓄積もあり今年度よりかんきつでの
ドローン請負防除を一部地域で開始します。
ドローン散布と通常散布(3月、6月はマシン油乳剤を農園様にて散布
)を併用した防除体系を組んでドローンは通年で6回防除を行います
。詳細については当社までお問い合わせください。

かんきつ防除を申し込み頂
いた生産者の圃場で3月末
にT25ドローンでマシン油
乳剤(400L/10aあたり)の
散布試験も実施、散布面積
5a, トモノールS(60倍、
200L散布)吐出量
24L/min, 飛行速度
4.4km, 高度2.5m設定, 
作業時間は約45分でした。

測量用ﾄﾞﾛｰﾝでの測量 飛行ﾙｰﾄ設定（DJI Terra上） 3Dﾏｯﾌﾟでの飛行ﾙｰﾄ確認(DJI Terra)

様々な場面の防除も受付中
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病害防除剤

水田畦畔での上手な雑草対策には高い土壌処理効果を持つ
「カーメックス顆粒水和剤」をお試しください。雑草発生前に
使用することで45～60日間、一年生雑草を抑草できます

「カーメックス顆粒の水田畦畔向け上手な使い方
と注意点」に関するYoutubeリンクはコチラ　→

【注意】カーメックス顆粒水和剤の使用回数は1回です
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特にオススメの作物・場面
省力化推進のための育苗箱減少を
目的とした密播・密苗
結球・球根・地下茎肥大作物（いも・
たまねぎ・結球野菜・にんにく等）
ストレスを受けやすい長期取り作物
（イチゴ・トマト・なす・きゅうり等）
成り疲れ対策にも効果抜群

喜多社長のフィロソフィ日記「第76期経営計画発表会」4月13日土曜日に第76期経営計画発表会を2名の新しい仲間を加えて開
催した。前期売上高はMP比91%（前年比99%）、差引収益や時間あたり採算はMP、前年比共に大きく届かない結果となった。振り返る
と高い目標を掲げたものの達成が難しいかなと思っていた私自身の思いの弱さが従業員達に伝搬しこのような結果となってしまったので
はないかと思う。そのような中でも、委員会活動の開始やドローン防除体制の拡充, 新規サービス開発など今期以降の業績に期待できる
取り組みは多かった。
今年の経営方針には、会社が従業員に対し「従業員よし」となる取り組みを行い、従業員達→お客様や地域社会に「買い手よし、世間よし」
となる課題や問題解決に取り組む、そうすることでお客様や地域社会に当社のファンや信頼が増え事業の発展と繋がっていく「売り手（会
社）よし」のスパイラルを作っていくことを掲げた。本方針を実直に実行することと併せてMP達成にこだわることで目標達成できる一年に
しようと強く思う。
全社経営方針の後、各リーダーからの方針発表、各種表彰、委員会活動の方針発表があり、その後新入社員歓迎も兼ねての懇親BBQを
行った。切磋琢磨の中にも和気藹々の雰囲気がある、そんな会社を目指し今年一年従業員たちと精進を重ねていこうと思う。

お墓・駐車場・空き家の雑草対策に！！
水場の無いところで使いやすい！
水に溶かさずそのままの散布で

注意！！
有用樹木(特に松)や花、農作物の近くでは使用しないでください
水田畦畔や水田の近く、休耕田には使用できません

4-6ヶ月の除草効果！！ 1kgで21~60坪分！！
チャック付

ラミレート袋タイプ
便利な

ポリ容器タイプ

ブロッコリー,レタス, 非結球レタス, 
キャベツ, はくさい等で使用できます

MVPは「かんきつﾄﾞﾛｰﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」が受賞！


